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　このゼミでは、自由、公共性、社会保障、社会統合、デモクラシーなど近現代の規範的な
政治理論の主要テーマを取り上げる。今年度は、とくにハーバーマスおよびロールズの思想
に焦点を当てる予定である。
　現代の政治社会を適切に理解するための言葉（概念）を獲得するとともに、これまで自明
とされてきた規範や考え方を問い直す視点を身につけることがこのゼミの目標である。

第１回：ハーバーマスについてのイントロダクション

第２回－第11回：ハーバーマスの思想

第12回：検討と評価（レポートをめぐる議論）

第13回－第14回：検討と評価

第15回：まとめ

第16回：ロールズについてのイントロダクション

第17回－第26回：ロールズの思想

第27回：検討と評価（レポートをめぐる議論）

第28回－第29回：検討と評価

第30回：まとめ

ハーバーマス 『事実性と妥当』およびロールズ 『正義論』

ほか受講生と相談の上で決める。

斎藤純一『公共性』（岩波書店、2000年）。

斎藤純一『自由』（岩波書店、2005年）。

斎藤純一『政治と複数性 － 民主的な公共性にむけて』（岩波書店、2008年）。

近現代の政治理論

国際政治経済学科
2012

　政治理論の基本的なテクストを正確に理解し、議論を整理して考え、理由（論拠）を明確

に挙げながら自分の考えを伝える力を獲得することがこのゼミの到達目標である。とくに、

論文指導等、文章力を伸ばすための機会をできるだけ設けたいと考えている。
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